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強調月間 

TW22=Towards2022 

 ワイズメンズクラブ国際協会が 100 周年を迎える

2022年を目指して定めた発展・拡大の目標。最低100

ヶ国にワイズメンズクラブを作り、総会員数を 50,000

人以上に増員することなど、現在その取り組みは、

「Towards＆Beyond」と称されている。東日本区では特

別委員会(Change!2022 推進委員会)で活動を展開中。 

 

ASF=アレキサンダー奨学基金 

ASF は、ワイズメンズクラブ国際協会の創設者で  

あるポール・ウィリアム・アレキサンダー判事の志を受

け継いで、彼の名前に因んで、1954 年に設立されま

した。以来 68 年間、ASF は、主に YMCA スタッフ

や YMCA に繋がる青少年のための奨学金や研修プロ

グラムを提供し、世界各地の YMCA を財政的に支援し

てきました。ASF は、私たちの YMCA との密接な関

係の証しです。 

東日本区を含め、各区で ASF のために集められた  

献金の 30％は、国際 ASF 献金として国際本部に送  

られます。残りの 70％は、各区で保持されその地の

YMCA スタッフやユースリーダーの研修、育成に活用

されています。（理事通信 10 月号より抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

〒135-0016  江 東区 東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽 町 ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ内  ℡03-3615-5565   

国際会長：K･C･サミュエル(インド)「フェローシップとインパクトで次の 100 年へ」 

アジア太平洋地域会長：チェン･チン･ミン(台湾) 「新しい未来と共に、エレガントに変化を」 

東日本区理事：佐藤重良(甲府 21) 主題:「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

関東東部部長：工藤大丈(東京ﾍﾞｲｻｲﾄﾞ) 主題:「新規技術を縦横に駆使し,効率を重んじる」 

東京ひがしクラブ会長：千代一郎 主題「楽しさをベースに、持続可能なワイズ！！」 

            

 
          ～明るく楽しい未来を創ろう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイル 

 

2022-2023 年度 

７月 17,000 円 

 

 

  

 

 

2022-2023 年度役員 

会 長  千代一郎 

副会長  金丸満雄 

書 記  金丸満雄 

会 計   須田哲史 

担当主事 沖 利柯 

 

９月例会 

出席者        8 名 ﾋﾞｼﾞﾀｰ   名 

会員出席数    8 名  ｹﾞｽﾄ     名 

在籍数       12 名  

（広義会員 2 名） 

  

ひがし会員出席率  ８０ ％ 

 

 

強調月間 

TW２２ 

ＡＳＦ 

 

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

TOKYO HIGASHI  
CHARTERED 1988 

１０月例会 

                  

と き 20２2 年 10 月 13 日(木) 

    19:00～20:30 

    ※ZOOM によるリモート例会 

 

司会 須田哲史 

★プログラム 

  会長挨拶         会長 千代一郎 

  今月の誕生日・結婚記念日 

卓話 「日本語学校と留学生の基礎知識」 

望月 温氏 

（東京 YMCA にほんご学院校長 ） 

各種報告 

閉会挨拶          

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

★今月の結婚記念日 

   今井一夫・爽子夫妻(15 日) 

   須田哲史・由美子夫妻(8 日) 

 

 
✞今月の聖句✞ 
 

『わたしたちが持っているこの希望は魂にとって

頼りになる、安定した錨のようなものである。』 

      ―ヘブライへの手紙 6 章 19 節― 

 
 

         

 

 

  

 

 

 



９月例会報告 
９月８日(木)、８月例会に続いて９月例会も ZOOM

にて開催された。皆さんすっかり ZOOM に慣れ、戸惑

いもなくスムーズに画面上で待機、開会まで自由会話

を楽しんだ。定刻となり鮎澤メンの司会で開会。千代会

長の開会挨拶のあと、メーンプログラムとして、クラブ

ミーティングが行われた。初めに今期の会員増強事業

の取り組みが紹介され、ひがしクラブとしての会員増

強活動の意見交換が行われた。「楽しく活動するひがし

クラブをアピール」「コロナで活動できない。現状は厳

しい。」「女性の入会者を探す」「候補者のリストアップ

作成は違和感がある」等々の意見があり、現状はなかな

か厳しいが一人の入会者プラス１を目指そうと締めた。

続いて、先日行われた「災害スタディ」のパワーポイン

トを見ながら、町内にある防災設備・施設の再確認、見

逃していた事、新しい発見など防災意識を高めること

が出来た。最後に各種報告が行われ、千代会長からは９

月中に二週間ほど入院することが告げられ、皆から「お

大事に！」の言葉がかけられ９月例会が終了した。 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

第 26回関東東部大会 
 １０月１日(土)、第２６回関東東部大会が Zoom に

て開催された。10 時 30 分藤原書記の司会で開会。 

第 1 部：東京ベイサイド（ホスト）からの提案。峯岸

友彦メンより「Somethin else? を考える」をテーマ

に、“いっしょに Action！関東東部”として、決められ

た日に同じ服装でごみ拾いなどのワイズ活動をして仲

間を増やそうとプレゼンされた。そして、４グループに

振り分けられ、Action 関東東部として①実施時間②Ｔ

シャツの選択③どんな活動ができるか④仲間を増やす

方策⑤目立つ発信方法等をテーマとして、各グループ

で意見交換が行われた。記録はまとめて次回評議会に

て発表される。第 2 部：部大会。工藤部長の開会点鐘

ではじまり、聖書朗読・祈祷、佐藤重良東日本区理事の

来賓あいさつ、工藤部長報告に続いて 4 事業主査によ

る事業報告、最後に各アピールが行われ長尾昌男次期

関東東部部長の閉会挨拶で終了した。参加者 40 余名 

（ひがし出席者：沖、金丸、須田、高野、竹内） 

ＹＭＣＡコーナー  

        担当主事 沖 利柯 

▼インターナショナル・チャリティーラン 

今年も歩数計アプリを利用したウォーキングイベ

ントとして開催すします。10 月 15 日～22 日は「ら

くらくウォーク」（個人参加）、10 月 22～30 日には

「チームレース」が行われ、現在 46 チームが参加予

定です。期間中の 10 月 22 日には都立木場公園内に

「フォトスポット」を設け、参加者との交流をはかり

ます。東陽町チームにはひがしクラブから竹内さん、

金丸さん、沖が参加します。 

尚、チーム登録費はじゃがいも販売、T シャツ販売

や各ワイズからの協賛金が充てられます。 

▼じゃがいも販売 

 10 月 28 日より、東陽町コミュニティーセンターで 

十勝の栗かぼちゃ、じゃがいもを販売する予定です。箱 

買いされていない皆様、小袋に分けて販売いたします 

ので、是非ご利用ください。 

▼ソシアス 2022  

沖縄復帰 30 年と平和について  

 ～ヤングマン＆ヤングウーマンに期待すること～ 

 日 時：11 月 20 日（日）14：00～16：00 

 参加費：無料 

講 演：川平朝清氏 

（元ＮＨＫアナウンサー・昭和女子大学名誉

教授）  

申 込：11 月 10 日（木）まで、ちらしにある QR 

コードにてお申込みください。 

 


